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Ｊ
Ａ

秋
田

し
ん

せ
い

広
報

誌
［

ウ
イ

ン
ズ

］
№

３０９
発
行
●
秋
田
し
ん
せ
い
農
業
協
同
組
合

編
集
●
経
営
管
理
部

　Ａｇｒｉ・Ｆｏｏｄ
未
来
企
画
課

秋
田
県
由
利
本
荘
市
荒
町
字
塒
台
１－１　〒

０１５－８５３８
TEL：

０１８４－２７－１６６１　
FAX：

０１８４－２７－１６６２
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
https://w

w
w
.akita-shinsei.or.jp/

※
当
広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
る
個
人
情
報
な
ど
は
、
利
用
目
的
以
外
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

※
広
報
誌
「
ウ
イ
ン
ズ
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
・
写
真
の
無
断
使
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

印
刷
／
㈱
全
農
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
秋
田
支
店

令和 ４年１２月 ８ 日発行

№３０９
20221２ 1２

ＪＡグループ秋田キャッチフレーズ



　

１１
月
８
日
と
９
日
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽

培
を
検
討
し
て
い
る
経
営
体
を
対
象
に
、

養
液
栽
培
シ
ス
テ
ム
「
う
ぃ
ず
Ｏ
ｎ

ｅ
」
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
の
担
当
者
が
「
う
ぃ
ず
Ｏ

ｎ
ｅ
」
の
特
徴
や
使
用
す
る
資
材
、
肥

料
を
説
明
。
ま
た
、
実
際
の
施
工
の
様

子
を
動
画
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
経
営
収
支
に
つ
い

て
知
り
た
い
」「
使
用
す
る
水
質
検
査

の
時
期
は
い
つ
な
の
か
」「
後
片
付
け

は
ど
う
す
る
の
か
」
な
ど
活
発
に
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
県
で
は
平
成
２６
年
か
ら
「
う
ぃ

ず
Ｏ
ｎ
ｅ
」
を
導
入
し
て
お
り
、
普
及

面
積
は
全
国
１
位
で
す
。
当
Ｊ
Ａ
で
も

農
業
の
複
合
化
と
育
苗
後
ハ
ウ
ス
を
有

効
活
用
し
て

の
所
得
向
上

を
目
指
す
た

め
に
「
う
ぃ

ず
Ｏ
ｎ
ｅ
」

の
提
案
や
導

入
の
サ
ポ
ー

ト
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り

ま
す
。

今月の表紙　撮影地／中央保育園

　
Ｊ
Ａ
全
農
が
開
発
し
た
「
う
ぃ
ず
Ｏ

ｎ
ｅ
」
は
、
水
稲
育
苗
後
の
ハ
ウ
ス
や

遊
休
ハ
ウ
ス
な
ど
の
有
効
活
用
を
目
的

に
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
箱
（
ト
ロ

箱
）
に
専
用
培
土
を
敷
き
詰
め
て
作
物

を
植
え
る
養
液
栽
培
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ハ
ウ
ス
内
に
ト
ロ
箱
を
並
べ
、
あ
ら

か
じ
め
設
定
し
た
流
量
と
時
間
で
液
肥

が
自
動
的
に
点
滴
さ
れ
ま
す
。
ト
ロ
箱

は
設
置
・
撤
去
な
ど
自
由
に
移
動
が
可

能
で
、
断
熱
効
果
も
あ
る
た
め
、
根
域

温
度
の
上
昇
を
防
ぎ
ま
す
。
土
壌
条
件

の
影
響
を
受
け
ず
栽
培
で
き
、
病
害
が

発
生
し
て
も
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と

が
可
能
で
す
。
た
だ
し
通
常
の
栽
培
方

法
よ
り
も
高
さ
が
あ
る
の
で
誘
引
や
管

理
に
工
夫
が
必
要
で
す
。

ト
ロ
箱
養
液
栽
培
シ
ス
テ
ム

「
う
ぃ
ず
Ｏ
ｎ
ｅ
」
と
は

育苗後ハウスを
有効活用
所得向上を目指す 農業経営支援室

お問い合わせ
0184-74-6020

農業経営
支援室
活動中

「
う
ぃ
ず
Ｏ
ｎ
ｅ
」
研
修
会
を

開
催

　１１月２４日、由利本荘市の中央
保育園で「超神ネイガー交通安
全教室」が行われました。詳し
くはＰ ６の「エリアニュース」
をご覧ください。

　今回は、ＪＡ農機センター職員による
除雪機の自主点検解説動画です！
　回転刃やダンパーの点検ポイントなど
を説明しています。ぜひ、ご覧ください。

ＪＡ秋田しんせい公式YouTubeチャンネル
投稿動画紹介【農機点検動画　除雪機編】

▲�チャンネル登録
はコチラから！

農業の課題にソリューション
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を開催しました！
合併２５周年記念式典
　ＪＡ秋田しんせいは１１月２５日、由利本荘市文化交流館カダーレで式典を開催
しました。
　組合員や行政、関係機関各位のご出席のもと、組合の発展に貢献された方々
の表彰を行ったほか、２５周年の軌跡を振り返り、今後も農と食を通じた豊かな
地域社会づくりに挑戦する協同組合として尽力していくことを誓いました。

鳥羽一郎さんと岩本公水さんの
コンサートが行われました
　式典終了後には、演歌歌手の鳥羽一郎さんと
岩本公水さんによるコンサートが行われました。
　鳥羽さんと岩本さんの素敵な歌声と軽快な
トークに会場は魅了されました。

年金友の会記念大会も同日開催
　同日、カダーレにて年金友の会記念大会も開
かれました。
　記念大会では功労表彰が行われ、三森宗一郎
さんが表彰されたほか、林家久蔵さんによる交
通安全落語、鳥羽一郎さんのコンサートを楽し
みました。 　ＪＡ秋田しんせいの２５年の歴史を

まとめた記念誌とオリジナルキャッ
プを作成いたしま
した。
　年末のふれあい
外務活動にて正組
合員の皆さまへ配
布いたします。

２５周年記念誌と
オリジナルキャップができました！

▲組合員地域組織功労表彰
　代表　吉田　正一　様

▲役員功労表彰
　代表　佐藤　　實　様

▲特別功労表彰　
　代表　渡部　　功　様

▲組合員組織功労表彰
　代表　戸堀　秀紀　様

▲軽妙な語り口で落語を披露▲功労表彰  三森  宗一郎　様

0303
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管内でも口座や暗証番号を尋ねる不審な電話が相次いで発生しています。
１１月１１日、特殊詐欺による被害を未然に防いだとして、警察から当ＪＡへ感謝状が送られまし
た。詳しくは ６ ページのエリアニュース  をご覧ください。

注
意

0505



知ってほしい！ＪＡが頑張っているこんなコト

ＪＡ自己改革への挑戦

ネ
イ
ガ
ー
と
学
ぼ
う

保
育
園
で
交
通
安
全
教
室

　
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
共
済
は
１１
月
２４
日
、

由
利
本
荘
市
に
あ
る
中
央
保
育
園
で

「
超
神
ネ
イ
ガ
ー
交
通
安
全
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

超
神
ネ
イ
ガ
ー
が
子
ど
も
た
ち
へ

「
横
断
歩
道
は
右
・
左
よ
く
見
て
渡

る
」「
信
号
機
の
青
は
注
意
し
て
渡

る
・
赤
は
止
ま
る
」
な
ど
と
い
っ
た

交
通
ル
ー
ル
を
説
明
。
子
ど
も
た
ち

は
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
、
活
動
を
通
じ
て
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

信
用
共
済
部

▲ネイガーたちと一緒に交通ルールを学びました

象
潟
支
部
部
員
交
流
会

楽
し
く
食
と
農
の
理
解
深
め
る

▲部員による農産物の直売会も実施しました

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
象
潟
支
部
は
１１
月
１３

日
、
Ｊ
Ａ
象
潟
支
店
で
「
食
と
農
」

を
テ
ー
マ
に
部
員
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
女
性
部
員
な
ど
合
わ
せ
て

２７
人
が
参
加
。

　

交
流
会
で
は
、「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」

を
活
用
し
た
野
菜
の
ク
イ
ズ
や
Ｊ
Ａ

女
性
組
織
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
が
制
作

し
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
る
た
」
な
ど
を

行
い
、
野
菜
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
な
が
ら
楽
し
く
交
流
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
食
と
農
に
つ
い
て
学

び
な
が
ら
交
流
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部

地域の活性化くらしの向上で活性化

特
殊
詐
欺
被
害
を
未
然
防
止

由
利
・
本
荘
支
店
へ
感
謝
状

▲感謝状を持つ小松次長㊧と佐藤さん㊨

　

由
利
支
店
と
本
荘
支
店
は
１１
月

１１
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
に
よ
る
特
殊
詐
欺
被
害
を
未

然
に
防
止
し
た
と
し
て
由
利
本
荘

警
察
署
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

　

利
用
者
へ
暗
証
番
号
や
口
座
番

号
を
尋
ね
る
不
審
な
電
話
が
、
１０

月
２４
日
と
２５
日
に
管
内
で
相
次
い

で
発
生
。
支
店
と
本
店
が
連
携
し

被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
た
。

　

由
利
支
店
の
小
松
欽
哉
次
長
と

本
荘
支
店
の
佐
藤
加
奈
子
さ
ん
が

由
利
本
荘
警
察
署
を
訪
れ
、
持
主

美
彦
由
利
本
荘
警
察
署
長
か
ら
感

謝
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

小
松
次
長
は
日
常
の
詐
欺
被
害

対
策
に
つ
い
て
「
特
殊
詐
欺
は
さ

ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、

先
手
先
手
で
対
応
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
、
佐
藤
さ
ん
は
「
今

後
も
警
察
と
連
携
し
な
が
ら
、
お

客
さ
ま
の
大
切
な
財
産
を
守
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
警
察
と
連
携
し
な
が

ら
、
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

信
用
共
済
部

▲持主警察署長㊨から感謝状が贈呈されました

地域の活性化くらしの向上で活性化
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知ってほしい！ＪＡが頑張っているこんなコト

ＪＡ自己改革への挑戦
農業・地域・ＪＡの持続可能性向上に挑む

ＪＡ秋田しんせい自己改革の取り組み●４６

この取り組みには、
どんな効果があるのですか？Ｑ

ＪＡでは、新規就農に向けてセミナーの開催や研修
制度による地域の担い手の育成、デジタル技術を活
用した農業生産に取り組むことで持続可能な地域づ
くりを目指してまいります。

Ａ

地域の持続可能性向上と成長を後押し
新規就農者の育成とデジタル化の取り組み 経営をサポート生産基盤の拡大

　ＪＡでは新規就農に向けて
「農業チャレンジセミナー」
を開催しています。
　ＪＡの研修制度や就農まで
の流れ、オススメ品目の紹介、
農業情勢など、農業の魅力を
学ぶことができます。

　令和 ４年度は ２回開催しており、 ５月に１７名、１０
月に１６名に参加いただきました。
　セミナーの内容はＪＡの公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネ
ルで配信しておりますので、ぜひご覧ください。

❶農業チャレンジセミナーを開催

　スマートフォン・タブレット・ＰＣを使った栽培
計画・栽培記録、連絡・相談を可能にすることで、
営農活動の高度化・効率化を支援します。

❸営農支援プラットフォーム
　「あい作」の提案

　ＪＡの「新規就農者支援研修制度」は、地域を担
う新規就農を希望する方に対して「農業技術」や
「経営方法」等を学ぶ機会を提供するものです。研
修施設または農家での研修、簿記、集荷販売、金融
共済についての経験と知識を深めるものです。

❷�ＪＡ独自の研修制度のご紹介

新規就農者を育てたい

募集要項（一部抜粋）
【募 集 期 間】
　令和 ５年 ２月２１日～令和 ５年 ３月２２日まで
【募集対象者】
　❶心身ともに健康で１８歳以上５０歳未満の方
　❷�研修終了後、定められた期間内にＪＡ推奨
品目などを主とした就農ができる方

　❸�ＪＡ秋田しんせいの組合員となり部会活動
を頑張っていただける方

【募 集 人 数】
　由利本荘市管内 １名、にかほ市管内 １名

デジタル化で農業経営の効率を高めたい

【利用イメージ】
農家 ＪＡコレって

病気？

●●という病気
対策方法は●●

便利
１ 生産者と営農指導員間の情報共有の効率化

�市況情報・各種通知・緊急情報をタイムリー
に確認できます。

便利
２ 写真を撮って送信・相談

�気になる圃場の写真を撮って相談することで、
離れていても相談できます。

便利
３ 防除日誌や農作業記録簿のデジタル化

�作業員同士で情報を共有でき、作業の進捗状
況や適期作業などを確認できます。

１ �．現在、アスパラガス・ミニトマト・花き部
会・シャインマスカット・新規就農者など１３７
人がデモ導入しています。（令和 ４ 年 ７月３１日現在）
２ �．営農相談は６２件いただいております。

農業経営支援室
室長　佐藤　　充

0707



ネ
ギ
生
産
に
取
り
組
み
３０
年

ハ
ウ
ス
を
有
効
活
用
し
冬
期
も
出
荷

池田　　宏（いけだ　ひろし）さん
昭和３１年 １ 月２７日生まれ　６６歳
専業農家
【経営面積】
ネギ　１．５㌶
稲作　５．５㌃
ネギ苗育苗・ミニトマト　３００坪
好きな言葉◉努力に勝るものなし
趣味◉レコード鑑賞

西部エリア（金浦地区）

0808



　

私
は
高
校
を
卒
業
後
、
農
業
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぼ
う
と
野
菜
の
種

苗
会
社
で
研
修
を
受
け
、
実
家
に

戻
っ
た
後
は
兼
業
農
家
と
し
て
農

業
に
携
わ
り
始
め
ま
し
た
。

　

研
修
中
は
主
に
メ
ロ
ン
を
担
当

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
最
初
は
ハ

ウ
ス
を
建
て
、
メ
ロ
ン
栽
培
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
病

害
虫
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た
こ

と
か
ら
鉢
植
え
で
の
メ
ロ
ン
栽
培

に
切
り
替
え
た
り
、
ト
マ
ト
や

ピ
ー
マ
ン
な
ど
に
も
挑
戦
し
ま
し

た
が
、
現
在
は
ネ
ギ
を
中
心
に
水

稲
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ネ
ギ
栽
培
に
取
り
組
む
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
は
、
私
が
住
む
前

川
地
区
が
「
前
川
ネ
ギ
」
の
ブ
ラ

ン
ド
名
で
知
ら
れ
る
ネ
ギ
の
産
地

だ
っ
た
こ
と
で
す
。
土
壌
が
砂
地

で
ネ
ギ
の
栽
培
に
適
し
て
お
り
、

ネ
ギ
に
取
り
組
む
先
輩
農
家
も
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
栽
培
に
悩
ん
で

も
す
ぐ
に
聞
き
や
す
く
、
始
め
る

に
は
と
て
も
良
い
環
境
で
し
た
。

　

最
初
は
３
㌃
か
ら
ネ
ギ
栽
培
を

ス
タ
ー
ト
し
、
面
積
を
拡
大
す
る

た
め
に
地
区
に
先
駆
け
て
試
験
的

に
簡
易
移
植
機
を
導
入
。
試
行
錯

誤
の
結
果
、
作
業
の
効
率
化
に
つ

な
が
り
、
栽
培
面
積
も
徐
々
に
拡

大
し
、
現
在
で
は
１
・
５
㌶
で
栽

培
し
て
い
ま
す
。

気
を
付
け
て
い
る
こ
と

　

栽
培
は
、
基
本
的
に
労
力
を
か

け
ず
に
栽
培
の
基
本
を
抑
え
て
い

く
と
い
う
考
え
方
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
作
業
を
行
う
前
に
は

圃
場
を
こ
ま
め
に
見
て
回
り
、
病

気
の
有
無
を
確
認
す
る
、
ネ
ギ
の

根
に
関
わ
る
作
業
の
前
に
は
必
ず

消
毒
を
行
う
、
数
年
に
一
度
は
地

力
を
高
め
る
た
め
に
緑
肥
を
入
れ

る
な
ど
病
気
の
予
防
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
の
安
定
の
た
め
一

年
を
通
し
て
ネ
ギ
を
出
荷
で
き
る

よ
う
に
、
早
生
か
ら
晩
生
ま
で
７

品
種
を
導
入
し
て
長
期
間
の
出
荷

に
つ
な
げ
て
い
る
ほ
か
、
秋
に
収

穫
し
た
ネ
ギ
を
ハ
ウ
ス
で
保
存
し
、

３
月
中
旬
頃
ま
で
出
荷
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

　

農
業
の
楽
し
さ
は
、
自
分
が

作
っ
た
も
の
が
人
か
ら
喜
ば
れ
る

と
苦
労
が
報
わ
れ
て
嬉
し
い
気
持

ち
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
喜
ば
れ

る
も
の
を
作
り
た
い
と
い
う
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

農
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
る

息
子
に
は
、
農
業
の
楽
し
い
と
こ

ろ
だ
け
で
な
く
、
難
し
さ
も
学
ん

で
も
ら
い
、
自
分
な
り
の
農
業
の

形
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

農
業
に
携
わ
る
ま
で

ネ
ギ
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

農
業
の
楽
し
さ

▲畑やネギ苗の育苗ハウスなどが並ぶ

� みずみずしくつやがあるネギ▶

▲圃場の様子はこまめに確認しています
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営農経済部　米穀課
齋藤　和重
お問い合わせ

0184-27-1601

営農経済部　畜産振興課

お問い合わせ
0184-27-1601

区 分 頭 数 平均体重 平均価格 前回対比

雌 １４６頭 ３０６ｋｇ ５７９，０６７円 ２４，６２６円

去 勢 １９５頭 ３３６ｋｇ ７１４，７６９円 １５，９２５円

雄 １頭 ３８０ｋｇ ５０４，９００円 －

合 計 ３４２頭 ３２３ｋｇ ６５６，２２４円 １５，９２２円

雌 父 母の父 母の祖父 体高 日齢 体重 価格 生産者

１ 諒太郎 安福久 第　１花　国 １２１ｃｍ ２８９日 ３４０ｋｇ ８６０，２００円 遠藤　正直（東由利）

２ 福之姫 勝忠平 義安福 １１８ｃｍ ２９５日 ３３１ｋｇ ８３４，９００円 堀内　拓也（本　荘）

３ 福之姫 幸紀雄 美国桜 １１６ｃｍ ２９１日 ３７７ｋｇ ８３０，５００円 横山　隆一（東由利）

去勢 父 母の父 母の祖父 体高 日齢 体重 価格 生産者

１ 華勝栄 安福久 金　幸 １２２ｃｍ ２５８日 ３７０ｋｇ １，１１７，６００円 佐々木　優（大　内）

２ 福之姫 安福久 金　幸 １２２ｃｍ ２８５日 ３４２ｋｇ ９６２，５００円 菊地　尚孝（大　内）

３ 福之姫 百　合白清２ 安福久 １２０ｃｍ ２８９日 ３７７ｋｇ ９５０，４００円 齋藤　　拓（西　目）

２０２２年１１月 ８ 日　家畜市場成績

市場高値　ＪＡ秋田しんせい管内ベスト ３

係長　鈴木　　佑

あ
き
た
総
合
家
畜
市
場
ニ
ュ
ー
ス

　

１１
月
市
場
は
、
雌
、
去
勢
と
も

に
前
月
よ
り
高
値
と
な
り
、
全
体

の
平
均
価
格
は
６５
万
６
２
２
４
円

と
前
月
よ
り
１
万
５
９
２
２
円
高

く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
市
場
で
は
生

育
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
、
１
日

当
た
り
の
平
均
増
体
量
が
１
・
２

㌕
を
超
え
る
過
肥
の
子
牛
が
全
体

の
上
場
数
の
う
ち
約
２８
％
を
占
め
、

４
０
０
㌕
を
超
え
る
子
牛
も
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
牛
の
発
育
の
ば
ら
つ
き
を
少

な
く
す
る
こ
と
で
、
全
体
の
価
格

の
安
定
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
適

切
な
飼
養
管
理
と
適
期
の
出
荷
を

心
が
け
、
市
場
評
価
や
所
得
向
上

に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

●�

適
期
の
出
荷
で
斉
一
性
を
図

ろ
う

第
４１
回
秋
田
県
産
米
品
評
会
に
つ
い
て

　

第
１
４
５
回
種
苗
交
換
会
の
協

賛
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
第

４１
回
秋
田
県
産
米
品
評
会
」
で

は
、
Ｊ
Ａ
管
内
か
ら
１７
点
の
う
る

ち
玄
米
な
ど
が
出
品
さ
れ
、
食
味

値
と
目
視
に
よ
る
形
質
（
充
実

度
、
粒
の
そ
ろ
い
、
光
沢
な
ど
）

が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
う
ち
９
点

が
入
賞
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

秋
田
県
知
事
賞

秋
田
県
知
事
賞

（
農
）
赤
田
フ
ァ
ー
ム（
本
荘
）

品
種
【
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
】

優
秀
賞

優
秀
賞

佐
藤
　
　
勉
さ
ん（
由
　
利
）ひ
と
め
ぼ
れ

真
坂
　
和
都
さ
ん（
鳥
　
海
）あ
き
た
こ
ま
ち

齋
藤
　
和
寛
さ
ん（
仁
賀
保
）ひ
と
め
ぼ
れ

優
良
賞

優
良
賞

渡
辺
　
久
寿
さ
ん（
本
　
荘
）ひ
と
め
ぼ
れ

阿
部
　
静
夫
さ
ん（
仁
賀
保
）あ
き
た
こ
ま
ち

畑
山
　
忠
夫
さ
ん（
東
由
利
）あ
き
た
こ
ま
ち

（
農
）赤
田
フ
ァ
ー
ム（
本
　
荘
）ひ
と
め
ぼ
れ

齋
藤
　
　
靖
さ
ん（
西
　
目
）つ
ぶ
ぞ
ろ
い

令
和
４
年
産
米
の
検
査
買
入
状
況

　

令
和
４
年
産
米
の
検
査
買
入
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１１月２９日現在（単位：袋・％）令和 ４年産米の検査買入実績
地　　区 集荷数量 出荷契約数量 契約数量比 １等米比率 実証米合格率
本 荘 １５８，６９３ １９０，７４７ ８３．２％ ９７．８％ ９９．３％
東 由 利 ７８，６５２ ８７，７４４ ８９．６％ ９７．７％ ９７．４％
西 目 ２９，２７７ ３９，１９３ ７４．７％ ８９．１％ ９８．１％
大 内 １１１，１４９ １３０，２５５ ８５．３％ ９２．９％ ９８．８％
岩 城 ２７，５１４ ３２，３８４ ８５．０％ ９８．８％ ９９．５％
由 利 ９１，１０８ １００，０４３ ９１．１％ ９３．９％ ９９．７％
矢 島 ５４，９２９ ６１，９１０ ８８．７％ ９５．６％ ９９．１％
鳥 海 ９３，７４７ １０２，４７１ ９１．５％ ９５．４％ ９６．８％
象 潟 ７７，９７１ ９４，５０３ ８２．５％ ９０．０％ １００．０％
仁 賀 保 ８６，３５２ １０１，０４０ ８５．５％ ９８．５％ ９８．９％
金 浦 ２４，４２１ ２９，１７２ ８３．７％ ９９．６％ １００．０％
合 計 ８３３，８１３ ９６９，４６２ ８６．０％ ９５．７％ ９８．７％
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営
農
振
興
課

営
農
振
興

営
農
振
興

園
芸
販
売
課

園
芸
園
芸

営農経済部　営農振興課
係長　原田　和宏

お問い合わせ
0184-27-1601

営農経済部　園芸販売課
戸蒔　　亮
お問い合わせ

0184-27-1601

Ｊ
Ａ
青
色
申
告
会
が
開
催
す

る
各
種
研
修
会
の
お
知
ら
せ

❶�

ソ
リ
マ
チ
農
業
簿
記
ソ
フ
ト
活

用
研
修
会

　

ソ
リ
マ
チ
農
業
簿
記
ソ
フ
ト
を

使
用
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、

簿
記
ソ
フ
ト
活
用
研
修
会
を
左
記

日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ソ
リ
マ
チ
ソ
フ
ト
に
よ
る
農
業

簿
記
決
算
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
。
参
加
の
お
申
し
込
み

に
つ
い
て
は
「
ソ
フ
ト
を
お
持
ち

の
Ｊ
Ａ
青
色
申
告
会
会
員
の
皆
さ

ま
へ
お
送
り
す
る
案
内
文
書
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
の
方
で
も
、
ソ
リ
マ
チ

ソ
フ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
申

し
込
み
が
可
能
で
す
の
で
、
参
加

を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】令
和
５
年
１
月
１３
日（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
３０
分
～

【
場
所
】Ｊ
Ａ
本
店
２
階

　
　
　

第
１
会
議
室

【
持
参
す
る
も
の
】

　
　
　

�

ソ
リ
マ
チ
農
業
簿
記
ソ
フ

ト
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ

て
い
る
パ
ソ
コ
ン
・
電

卓
・
筆
記
用
具

【
申
込
期
限
】

　
　
　

�

令
和
５
年
１
月
１１
日（
水
）

�

❷�

青
色
申
告
会
総
会
・
税
務
研
修

会

　

令
和
４
年
分
の
決
算
・
確
定
申

告
の
時
期
に
伴
い
、
Ｊ
Ａ
青
色
申

告
会
総
会
、
税
務
研
修
会
を
左
記

日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
税
務

研
修
会
の
お
申
し
込
み
は
、
Ｊ
Ａ

青
色
申
告
会
会
員
以
外
の
方
で
も

可
能
で
す
。
参
加
を
ご
希
望
さ
れ

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
Ｊ
Ａ
青
色
申
告
会
総
会

【
日
時
】令
和
５
年
１
月
２５
日（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
３０
分
～

【
場
所
】Ｊ
Ａ
本
店
２
階

　
　
　

第
１
会
議
室

■
税
務
研
修
会

【
日
時
】令
和
５
年
１
月
２５
日（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
～

【
場
所
】Ｊ
Ａ
本
店
２
階

　
　
　

第
１
会
議
室

【
持
参
す
る
も
の
】

　
　
　

電
卓
・
筆
記
用
具

【
申
込
期
限
】

　
　
　

�

令
和
５
年
１
月
２３
日（
月
）

※�

お
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ａ
青
色
申
告
会
会
員
の
皆
さ
ま

へ
お
送
り
す
る
案
内
文
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

小
菊
の
親
株
養
成
に
つ
い
て

　

露
地
小
菊
の
収
穫
が
終
了
し
、

次
年
度
に
向
け
た
苗
づ
く
り
が
始

ま
り
ま
す
。
収
穫
後
の
切
り
下
株

を
親
株
と
し
て
穂
木
を
育
成
し
、

挿
し
芽
で
増
殖
を
図
り
、
来
春
の

苗
確
保
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
今
回

は
、
今
後
の
小
菊
親
株
の
管
理
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

①
温
度
管
理

【
晴
天
日
】

　

ハ
ウ
ス
間
口
と
サ
イ
ド
を
開
放

し
、
温
度
低
下
に
努
め
、
午
後
４

時
に
は
閉
め
ま
す
。

【
雨
天
時
】

　

間
口
だ
け
は

締
め
切
り
に
せ

ず
、
換
気
を
促

し
ま
す
。
温
度

が
高
い
雨
天
時

は
、
白
さ
び
病

が
発
生
し
や
す

い
の
で
サ
イ
ド

も
開
放
し
て
換

気
を
行
い
ま
す
。

②
潅
水
、追
肥

　
天
候
や
温
度
に

合
わ
せ
た
潅
水

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

晴
天
日
の
午
前

中
は
、
ハ
ウ
ス

を
開
放
し
て
親

株
の
蒸
散
に
努

め
、
生
育
サ
イ
ク
ル
の
向
上
と
土

壌
乾
燥
に
よ
る
白
さ
び
抑
制
を
図

り
ま
し
ょ
う
。

　

採
穂
後
は
追
肥
を
行
い
、
栄
養

生
長
の
維
持
と
脇
芽
の
萌
芽
を
促

し
ま
す
。

③
摘
芯

　

伏
せ
込
み
後
に
親
株
が
活
着
し
、

生
長
点
が
伸
長
し
て
き
た
ら
、
摘

芯
を
行
い
脇
芽
の
発
生
を
促
し
ま

し
ょ
う
。
最
終
の
摘
芯
は
２
月
下

旬
ま
で
と
し
ま
し
ょ
う
。

④
農
薬
散
布

　

親
株
か
ら
の
持
ち
込

み
や
湿
度
過
多
に
よ
る

白
さ
び
病
の
発
生
な
ど
、

穂
木
や
切
り
花
品
質
へ

の
影
響
が
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
栽
培
状
況

を
確
認
し
、
薬
剤
選
択

に
よ
り
病
害
虫
の
抑
制

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

親株管理スケジュール

作型
１０月 １１月 １２月 １ 月 ２ 月 ３ 月 ４ 月 ５ 月
上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下

８月
親株
管理

親株
入室

年内摘芯
１回目

２月下旬
最終摘芯

挿し芽
４月５日前後～

低温遭遇　休眠 採穂開始 定植・摘芯

○栽培スケジュール

作型 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月
上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下

８月お盆 採穂 挿し芽 定植 摘芯 整枝 収穫 親株伏せ込み
９月彼岸 採穂 挿し芽 定植 摘芯 整枝 収穫 親株伏せ込み
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・最近、外出するのがおっくうになった…
・足腰がつらく、なかなか外出できない…
・普段、話をする相手がいなく一人ぼっちだ…

にかほ市から委託されているミニデイサービス
ＪＡミニデイサービスに興味はありませんか！

そう思ったら

　血圧測定による健康状態のチェックから、体操や講話、手芸などさまざまなレクリエーションを開催してい
ます。しゃべったり、歌ったり、笑ったり、月に２回楽しいひとときを過ごしながら、みんなに元気をもらいま
しょう！

・�対象は仁賀保・金浦・象潟地区
の方が対象です
・�にかほ市より委託されているた
め、市の聞き取り調査を受けて
決定された方が対象となります
・�毎回、昼食代などを含む利用料
が必要となります
・集落までバスで送り迎えします

ＪＡ秋田しんせいＡｇｒｉ・Ｆｏｏｄ未来企画課� ＴＥＬ　０１８４－２７－１６６１
にかほ市地域包括支援センター� ＴＥＬ　０１８４－３２－３０４５

お申込み
お問い合わせ

交通安全教室 有志による演奏会

ＪＡの
福祉

経営管理部　福祉事業所
お問い合わせ

0184-27-1698

福
祉
事
業
所
「
ふ
れ
あ
い
泉
の
里
」

❶
「
国
消
国
産
」
実
践
中

❷�

女
性
部
金
浦
支
部
の
皆

さ
ん
の
慰
問
で
笑
顔

国
消
国
産
実
践
中
！

「
サ
キ
ホ
コ
レ
」
が
昼
食
に

登
場

　

１１
月
７
日
、
泉
の
里
の
昼
食
に

秋
田
米
新
品
種
「
サ
キ
ホ
コ
レ
」

が
登
場
し
ま
し
た
。

　

サ
キ
ホ
コ
レ
を
食
べ
た
利
用
者

の
皆
さ
ん
は
「
う
ま
く
て
最
高

だ
」「
ま
た
食
べ
た
い
」
な
ど
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

泉
の
里
で
は
「
国
」
民
が
必

要
と
し
「
消
」
費
す
る
食
料
は
、

で
き
る
だ
け
そ
の
「
国
」
で
生

「
産
」
す
る
「
国
消
国
産
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

女
性
部
員
が
泉
の
里
を
慰
問

踊
り
と
手
指
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
楽
し
む

　

１１
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
金
浦

支
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
慰
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
仮
装
し
た
女

性
部
員
に
よ
る
踊
り
が
披
露
さ
れ

た
ほ
か
、
手
遊
び
に
よ
る
手
や
指

を
動
か
す
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

齋
藤
栄
子
所
長
は
「
今
後
も
、

利
用
者
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

地
域
に
愛
さ
れ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

▲サキホコレを食べる利用者

▲�女性部の皆さんの踊りに皆さん笑
顔でした♪

ＪＡくらしの活動
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今
回
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
（
後
発
医
薬
品
）
に
つ
い
て
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
る
医
薬

品
に
は
、
新
薬
と
新
薬
と
同
じ
有

効
成
分
を
配
合
し
な
が
ら
薬
の
価

格
が
大
幅
に
低
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。

　

新
薬
と
は
そ
の
名
の
通
り
、
新

し
く
開
発
さ
れ
た
薬
で
「
先
発
医

薬
品
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
新
薬

が
発
売
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
十
数

年
の
長
い
研
究
期
間
と
何
百
億
円

と
い
う
膨
大
な
費
用
が
掛
か
る
事

が
多
く
、
特
許
を
出
願
し
て
か
ら

２０
～
２５
年
間
は
、
開
発
し
た
製
薬

会
社
が
独
占
的
に
製
造
し
て
販
売

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
間
、
有

効
性
や
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め

の
調
査
や
再
審
査
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ら
が
終
了
す
る
と
、
他
の

製
薬
会
社
も
厚
生
労
働
省
の
承
認

を
得
れ
ば
、
同
じ
有
効
成
分
の
薬

を
製
造
し
販
売
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で
す
。
開

発
に
か
か
る
期
間
も
新
薬
に
比
べ

３
～
５
年
と
短
く
、
開
発
費
用
も

格
段
に
安
く
す
む
た
め
、
新
薬
と

同
じ
有
効
成
分
を
含
ん
で
い
な
が

ら
、
価
格
が
新
薬
の
３
～
７
割
と

低
く
設
定
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
薬
の
特
許
に
は
有
効

成
分
の
特
許
の
他
に
も
、
製
法
・

製
造
特
許
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
特

許
が
切
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
同
じ

添
加
物
を
加
え
た
り
同
じ
製
法
で

製
造
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
は
添
加
物
や
製
造
法
・
形
・

味
・
に
お
い
が
異
な
る
も
の
が
多

い
の
も
特
徴
で
す
。
従
っ
て
新
薬

と
全
く
同
じ
で
は
無
く
、
概お

お
むね

新

薬
と
同
じ
薬
と
考
え
て
下
さ
い
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
何
と
言
っ
て
も
価
格

が
低
く
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病

な
ど
の
慢
性
の
病
気
で
、
継
続
的

に
薬
を
服
用
す
る
場
合
は
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
替
え
る
こ
と

で
、
薬
代
の
負
担
が
か
な
り
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ

等
で
御
覧
に
な
り
ま
す
が
、
形
や

味
、
大
き
さ
な
ど
の
改
良
で
、
苦

み
を
抑
え
た
り
飲
み
や
す
い
大
き

さ
を
工
夫
さ
れ
る
製
薬
会
社
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
ご
確
認
頂

き
た
い
事
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
多
く
の
企
業

で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
１
つ
の
薬

を
取
り
上
げ
て
も
色
や
形
、
大
き

さ
等
、
違
う
薬
が
非
常
に
多
く
、

見
た
目
で
は
同
じ
薬
と
判
断
さ
れ

づ
ら
く
な
り
ま
し
た
。

　

残
薬
が
あ
り
、
か
つ
、
普
段
と

違
う
病
院
や
薬
局
で
薬
を
頂
く
場

合
に
は
、
色
や
大
き
さ
、
形
が
異

な
る
薬
が
混
同
し
て
違
う
お
薬
と

勘
違
い
し
や
す
く
な
り
、
実
は
２

重
に
服
用
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

お
り
ま
す
。
今
１
度
自
身
の
薬
を

確
認
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

不
明
で
あ
れ
ば
、
薬
と
お
薬
手
帳

を
持
参
し
て
頂
け
れ
ば
確
認
い
た

し
ま
す
の
で
、
薬
局
窓
口
ま
で
お

越
し
下
さ
い
。

　

「
全
て
は
患
者
さ
ん
の
為
に
」

　

大
変
良
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

ジェネ
リック
医
薬
品

（
後
発
医
薬
品
）に

つい
て

由利組合総合病院
薬　剤　科
薬　剤　長

佐々木　　良
（Ryo�Sasaki）
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ＪＡグループがすすめる、体と心を支える食の大切さ、国産・地元産
農畜産物の豊かさ、それを生み出す農業の価値を伝え、国産・地元
産農畜産物と日本の農業のファンになっていただこうという運動です。

長 ネ ギ
　

Ｊ
Ａ
管
内
で
は
、４０
戸
の
農
家

が
ネ
ギ
を
栽
培
し
て
お
り
、出
荷
数

量
２
２
０
㌧
、販
売
額
６
１
０
０
万

円
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
金
浦
前
川
地
区
で
栽
培
が

盛
ん
で
、
収
穫
さ
れ
た
ネ
ギ
は
主

に
県
内
や
北
海
道
、
関
東
方
面
に

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

長ネギのさっぱり
ネギ塩肉巻き

気になる食材から探せる
検索機能付き！
地元の食べ方
女性部アイデアレシピで
美味しい食卓を！

過去のレシピを
ホームページで
掲載中！

豚バラ肉にネギをのせて巻き付
け、塩こしょうで下味を付けて
薄力粉を全体にまぶす。

●❶

酸味の加減は、
お好みで調整し
てください。

◉材料（ ２人分）
長ネギ�������� １本
〈白い部分は５㍉幅の斜め切りにする〉
〈青い部分はみじん切りにする〉
豚バラ肉������� ８枚
薄力粉������大さじ½
塩こしょう������適量

　　レモン汁�����３０㏄
　　ごま油����小さじ １
　　しょうゆ���小さじ １
　　塩������小さじ¼
　　砂糖�����小さじ １
　　黒こしょう����少々
ごま油������大さじ½

Ａｇｒｉ・Ｆｏｏｄ未来企画課
長ネギをたっぷり味わえる一
品です。長ネギと豚肉のうま
味が、酸味の効いた塩ダレと
合いますよ。

⎠
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎞

Ａ

ボウルにネギの青い部分と「Ａ」
を入れて、よく混ぜ合わせる。

●❷

中火で熱したフライパンにごま
油をひき、「①」の巻き終わり
を下にして入れ ５分程度焼く。

●❸

豚肉に火が通ったら「②」を回し入
れ、汁気が少なくなるまで中火で３
分程絡めながら焼いたら出来上がり。

●❹

14



1515



食と農に携わるすべての人に。国内唯一の日刊農業専門紙 １ヵ月2,623円(税込)

電話

息
子
に
サ
キ
ホ
コ
レ
を
送
っ
た
ら
、
と
て

も
お
い
し
い
と
評
判
が
良
か
っ
た
で
す
。

ま
た
一
つ
秋
田
の
誇
れ
る
も
の
が
で
き
ま

し
た
。

東
由
利　

長
谷
山　

栄
さ
ん�

６０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

い
よ
い
よ
冬
シ
ー
ズ
ン
に
向
か
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。
健
康
に

は
十
分
に
留
意
し
た
い
。

大
内　

伊
藤　

純
二
さ
ん�

７０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

今
年
も
皆
さ
ん
か
ら
野
菜
を
頂
き
、
お
い

し
く
、あ
り
が
た
く
料
理
し
て
食
べ
ま
し
た
。

来
年
は
私
も
頑
張
っ
て
み
よ
う
か
な
？

由
利　

Ｐ．Ｎ　
ナ
デ
シ
コ
さ
ん�

７０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

先
月
号
の
オ
ス
ス
メ
レ
シ
ピ
を

見
て
、
さ
っ
そ
く
作
っ
て
み
ま

し
た
。
あ
っ
さ
り
し
た
味
で
お

い
し
か
っ
た
で
す
。
献
立
の
一

品
に
加
え
ま
し
た
。

本
荘

Ｐ．Ｎ　
コ
ス
モ
ス
さ
ん�

７０
代

（
作
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
手
軽
に
で
き

る
の
で
、
さ
っ
と
作
り
た
い
と

き
に
便
利
で
す
！　

り
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

何
年
か
ぶ
り
に
妹
と
、
横
浜
の

元
町
と
東
京
の
銀
座
へ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
に
行
き
ま
し
た
。
都
会
の
華
美
な

雰
囲
気
に
、
と
て
も
脳
が
活
性
化
さ
れ
ま

し
た
。

東
由
利　

Ｐ．Ｎ　
ロ
ー
ズ
さ
ん�

７０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

朝
起
き
た
ら
、
庭
一
面
落
ち
葉
の
じ
ゅ
う

た
ん
。
掃
く
の
が
憂
鬱
に

な
り
ま
し
た
が
、
掃
い
て

い
る
う
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な

色
、
形
の
大
き
さ
な
ど
に

心
が
癒
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

矢
島

Ｐ．Ｎ　
色
え
ん
ぴ
つ
さ
ん

�

７０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

先
月
号
の
「
健
康
ガ
イ

ド
」
の
声
が
れ
が
気
に
な

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
他
人

と
話
を
す
る
機
会
が
少
な

く
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
と
も
加
齢
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

本
荘　

Ｐ．Ｎ　
キ
ン
ジ
ジ
さ
ん�

６０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

春
は
種
ま
き
、
植
え
付
け
と
暇
な
く
動
き

回
り
、
そ
の
後
の
水
や
り
や
追
肥
も
大
変

で
し
た
。
ダ
イ
コ
ン
は
失
敗
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
出
来
た
物
を
収
穫
し
た
結
果
、

畑
は
き
れ
い
に
な
り
今
年
も
終
わ
り
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
来
年
の
春
も

元
気
に
仕
事
が
で
き
る
か
心
配
し
て
い
ま

す
。

西
目　

阿
部
チ
ヨ
子
さ
ん�

８０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

近
所
で
行
っ
て
い
る
タ
イ
ヤ
交
換
の
音
を

聞
き
、
冬
支
度
を
思
い
立
ち
小
屋
へ
関
連

す
る
道
具
を
確
認
し
に
行
き
ま
し
た
。
す

る
と
何
や
ら
「
ガ
サ
ガ
サ
、
ゴ
ト
ゴ
ト
」

と
物
音
が
す
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
小

動
物
た
ち
も
冬
支
度
を
す
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

岩
城

菅
原　

タ
エ
さ
ん�

８０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

晴
れ
た
日
の
鳥
海
山
、
山
頂
に

雪
が
被
り
心
も
晴
れ
ま
す
。
今

冬
は
雪
が
少
な
い
よ
う
祈
り
ま

す
。

象
潟

須
田　

幸
夫
さ
ん�

７０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

今
年
も
無
事
に
稲
刈
り
、
も
み

す
り
、
米
出
荷
と
最
終
作
業
ま

で
ゴ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

の
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

矢
島　

Ｐ．Ｎ　
か
ず
ぽ
ん
さ
ん�

６０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
、
コ
ロ
ナ
の
５
回
目
の
予
防
接
種
、

２
か
月
に
一
度
の
診
察
と
忙
し
い
日
々
を

送
っ
て
い
る
夫
婦
で
す
。

金
浦　

竹
内
カ
ズ
子
さ
ん�

７０
代

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

先
日
、
県
外
に
住
ん
で
い
る
娘
に
サ
キ
ホ

コ
レ
を
送
り
ま
し
た
。
後
日
、
娘
か
ら
電

話
が
き
て
「
お
米
が
立
っ
て
て
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
」
と
、
と
て
も
感
動
し
て
い

ま
し
た
。

仁
賀
保　

久
保　

栄
子
さ
ん�

５０
代

（
私
も
サ
キ
ホ
コ
レ
食
べ
ま
し
た
が
、
粒

感
と
甘
み
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
お
い
し

か
っ
た
で
す
！　

み
）

　我が家の柿の木に大粒の実が大豊作で、渋抜き用、干し柿用と仕分けし、友人や近所に配り大喜びされました！大内　高橋　順子さん� ７０代

柿が大豊作！

　孫から「テレビばっか
り見てないで、

認知症予防にやると良い
」と言われて、

クロスワードパズルをや
り始めました。

なるほど、確かに頭を使
うので楽しみな

がらできるかな。
矢島　Ｐ．Ｎ　せつばあさん

� ８０代

楽しみながらできるクロスワード
パズル
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食と農に携わるすべての人に。国内唯一の日刊農業専門紙 １ヵ月2,623円(税込)

電話

１１１１月号のこたえ月号のこたえ

タテのカギ ヨコのカギ

アカワイン

０１　年末年始の学校に行かない期間
０６　牛の脂はヘット、豚の脂は
０７　げっぷのこと。――にも出さない
０９　赤・青・黄・緑など
１０　ポニーテールをすると襟足にちょ
ろり

１１　美川憲一のヒット曲『――座の女』
１２　豚の形をした――箱
１４　今年の来客数は昨年の ３割――だ
１５　珍しい書物のこと
１６　いろいろと考えあぐねて悩むこと
１７　良い考え。――が浮かんだ

◇応募総数�１１５通

タテ、ヨコのカギを解いて、
Ａ～Ｅの文字を並べて、言葉にしてください。

□トピックス　□クローズアップ　□エリアニュース
□ＪＡ自己改革への挑戦　□農業の現場から
□営農情報　□ＪＡくらしの活動　□健康ガイド
□食のおはなし　□ほっと．こむ

０１　日本のクリスマスパーティーでよ
く食べられる鶏肉料理

０２　フランスやイタリアなどの通貨単
位

０３　旅先で泊まります
０４　バットが出せず――の三振！
０５　カーナビは「カー――システム」
の略

０８　年末、年の瀬ともいいます
１０　物が汚れたり傷んだりすること
１１　これから起こることを予測します
１３　葦（アシ）の別名
１４　イエス・キリストの母です
１６　陸・海・――

◆特別賞（地産地消商品）
◆大　賞（ＪＡ加工品）
　佐藤　和子さん�（象　潟）

　三浦　恭一さん�（西　目）
　髙橋　陽太さん�（鳥　海）
　長谷山　栄さん�（東由利）

◆地産地消賞（ＪＡ加工品）
　齋藤　隆一さん�（岩　城）
　伊藤　純二さん�（大　内）
　Ｐ．Ｎ　モカぞうさん�（本　荘）

　三浦　成子さん�（由　利）
　土田　典子さん�（矢　島）
　Ｐ．Ｎ　　Ｒ　さん�（仁賀保）
　Ｐ．Ｎ　ケ・セラ・セラさん�（金　浦）

■１１月の注目記事
ゲタ　小麦 ６％超下げ　２３年産から
の単価ソバ ３割上げ（１１／３付　 １ 面）
　農水省は ２日、畑作物の直接支払交付金
（ゲタ対策）で２０２３年産からの単価を固め
た。平均交付単価は６０㌔当たり、小麦は免税
事業者向けで３７０円（ ６％）下げの６，３４０円、
課税事業者向けで同７８０円（１２％）下げの５，９３０円。大豆
は免税事業者向けで９０円（ １％）下げの９，８４０円、課税
事業者向けで５００円（ ５％）下げの９，４３０円。一方、ソバ
は ３割程度引き上がる。

購読のお申し込みは最寄りのＪＡ支店まで。

■ＪＡ秋田しんせいの記事も載っています！
１１／５　ミュージカルで交通安全学ぶ　１１／１６　親子連れら楽しく
学ぶ　１１／１９　詐欺被害防止で警察から感謝状　１１／２４　ＪＡブラ
ンド米１００％使用　特製きりたんぽ発売　…ほか

正解は
でした。

応募方法（おはがき・ＦＡＸ・Ｅメールで）

応募締切り
応募先

賞品

発表

◎パズルの答え、お名前、ペンネーム（ご希望の方）、住所、
電話番号、年齢をご記入の上、下記までご応募ください。
◎意見、要望や身近にあったできごと情報などをお寄せく
ださい。「ほっと．こむ」でご紹介させていただきます。

令和 ４年１２月２６日（月）当日消印有効

〒０１５－８５３８　由利本荘市荒町字塒台１－１
ＪＡ秋田しんせい　広報係
ＦＡＸ：０１８４－２７－１６６２
Ｅメール：kouhou@akita-shinsei.or.jp

特別賞 １名さまに地産地消商品を、大賞 ３名さま・
地産地消賞 ７名さまにＪＡ加工品を差し上げます。

当選者は ２月号で発表します。
※皆さまからいただいた個人情報については、厳重に管理するとともに、
ご応募・ご投稿の目的以外では使用いたしません。
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組合員・利用者の皆様へ
はじめてみませんか？　いつでもつながる
ＪＡバンクアプリ・ＪＡネットバンク

▲�ＪＡバンクアプリの
ＱＲコードはコチラ

▲�ＪＡネットバンクの
ＱＲコードはコチラ

各種サービスを来店不要でご利用できます！
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金融移動店舗車（ふれあいちょきんぎょ号）令和 ５年 １月の運行日程について

令和 ４年１０月３１日現在
正 組 合 員 数／	 ９，６１０人
准 組 合 員 数／	 ９，２５１人
出　　資　　金／	 ５０億８，４３４万円
貯　　　　　金／	１，５１４億６，１１４万円
貸　　付　　金／	 ３６１億５，３２５万円
長期共済保有高／	３，５１３億４，８５４万円
購 買 供 給 高／	 １９億８，０３５万円

販 売 高／	 ５１億１，４６６万円
（う ち 米）／	 ３０億６，８８６万円
（う ち 野 菜）／	 ４億８２２万円
（うち花き・花木）／	 ４億５，３９９万円
（うち林産物）／	 ７，７９３万円
（う ち 果 実）／	 ９４１万円
（うち畜産物）／	 １０億９，６２３万円

第３４８回　理事会　 開催日：令和 ４ 年１１月２９日（火）
議案第１号　資産査定規程の一部変更について
議案第２号　半期開示ディスクロージャーについて
議案第３号　理事と組合との契約に関する承認について

１日（日） ２ 日（月） ３ 日（火） ４ 日（水） ５ 日（木） ６ 日（金） ７ 日（土）
午前 旧内越支店 午前 亀田出張所 午前 旧上郷支店

午後 旧石沢支店 午後 亀田駅前 午後 大竹地区

８日（日） ９ 日（月） １０日（火） １１日（水） １２日（木） １３日（金） １４日（土）

午前 鮎川駅前 午前 旧内越支店 午前 亀田出張所 午前 旧上浜支店

午後 旧Ａコープ前郷 午後 旧石沢支店 午後 松ヶ崎公民館 午後 小砂川地区

１５日（日） １６日（月） １７日（火） １８日（水） １９日（木） ２０日（金） ２１日（土）

午前 旧石沢支店 午前 旧西滝沢支所 午前 旧内越支店 午前 亀田出張所 午前 旧小出支所

午後 旧内越支店 午後 旧Ａコープ前郷 午後 旧石沢支店 午後 いわもと会館（亀田）午後

２２日（日） ２３日（月） ２４日（火） ２５日（水） ２６日（木） ２７日（金） ２８日（土）

午前 旧石沢支店 午前 玉米会館 午前 旧内越支店 午前 亀田出張所 午前 旧上郷支店

午後 旧内越支店 午後 旧蔵支所 午後 旧石沢支店 午後 松ヶ崎公民館 午後 小砂川地区

２９日（日） ３０日（月） ３１日（火） 営業時間
午前　 ９ ：３０～１２：００
午後　 １ ：３０～ ３ ：００

12
DECEMBER

1
JANUARY

※行事予定は変更となる場合がございます。

１０日（火） あきた総合家畜市場
２７日（金） 理事会

２７日（火） 理事会

ＪＡ秋田しんせい概況

理事会報告行事予定
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ン
ズ
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発
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●
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編
集
●
経
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管
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未
来
企
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課

秋
田
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由
利
本
荘
市
荒
町
字
塒
台
１－１　〒

０１５－８５３８
TEL：

０１８４－２７－１６６１　
FAX：

０１８４－２７－１６６２
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
https://w

w
w
.akita-shinsei.or.jp/

※
当
広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
る
個
人
情
報
な
ど
は
、
利
用
目
的
以
外
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

※
広
報
誌
「
ウ
イ
ン
ズ
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
・
写
真
の
無
断
使
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

印
刷
／
㈱
全
農
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
秋
田
支
店

1２

雪雪による被害の備えは万全ですか？
からの緊急のお知らせ

　昨年の１２月から ３月にかけての大雪で、管内では積雪により家屋の倒壊が発生するな
ど多くの被害が発生しました。
　ＪＡ共済が提供している「建物更生共済　むてきプラス」は、大雪を始め、台風、地
震、火災・落雷による被害やケガに備えられる「建物」の損害を保障するプランです。
ぜひご検討ください。

こんな被害がありました

ケース
１

屋根からの落雪で
軒先が壊れた

ケース
２

雪下ろし作業中にケガ
をした（契約者家族）

ケース
３

雪に押されて
シャッターが壊れた

【メッセージ】
　管内では、毎年のように雪による建物被害が発生しております。
　ＪＡの建物共済では、積雪による家屋への被害のほか、雪下ろし作業中のケガなども
保障される内容となっております。ぜひ、今一度加入状況をご確認ください。

信用共済担当常務
兼松　晴人

お問い合わせ

ＪＡ秋田しんせい各支店までお気軽にお問い合わせください
【２２０５４３４００７２】

平成２９年 ３ 月 までご加入の建物更生共済契約をお持ちの方へ 渉外担当者が
訪問して
おります！保障内容の点検をお願いします

ご契約の内容によっては、十分な共済金がお受け取りになれない場合があります※

この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。
また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

※例えば…雪で屋根が壊れ、１００万円の損害を受けたとき
　（評価額２，０００万円の建物に保障額１，０００万円加入の場合）

Ｈ２９． ３ 月以前にご加入の
建物更生共済契約の場合

実損害額が
支払われる
仕組です！

風水災等
（自然災害）共済金

６２．５万円
風水災等
（自然災害）共済金

１００万円
自己負担額
ゼロ！

自己負担額
３７．５万円

令和 ３ 年度　秋田県内ＪＡの建物更生共済の支払い実績（令和 ４ 年 ４ 月 ６ 日現在ＪＡ共済連秋田調べ）

※ １　罹災日（令和 ３年 ４月 １日～令和 ４年 ３月３１日）
◆自然災害共済金※ １ 　件数 5，８９２件　支払共済金 約４８億３４３万円

※実損てん補特約付


